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Abs赱rac毫

　 In　a　great　volume 　of　the　commQn 　cQlorname 　which 　was 　fQrmed 　in　the　past　3000 　years　of　Chinese

h「stQry ，　hQw 　Gan 　be　we 　select 　or
’5dig

　up
”

avery 　practica1．cQlor 　name 　set 　for　common 　use ？　Must

it　be　selected 　by　authority ？ or　we 　can 　have　other 　choice ？　Base 　on 　the　Iatter　thinking ，this　research

have　made 　a 　through 　investigation　by　interview　people 　as 　many 　as　poss 「bleto　gathering　color 　name

as 　our 　sample ．　 Sta廿stlGs 　was 　madeforeach 　Golor 　name 　by　the　employment 　of †he　above 　mentbned

data，　 So、　 one 　 Gan 　 see 　color 　name 　inc［uding 　 in　these 　set 　are 　more 　lmportant　than　 any 　others 　 ln

cQmmon 　use 　due　to　it　highfrequency．　 From　this　research 　one 　also　easi］y　knows　the　general　character

and 　trend　of 　these　 cQlor 　 name 　when 　they　are 　classified　 acoording 　 to　di†ferent　color 　spaces ．

要 　旨

　漢字 の 海と中国語 にある色名 は ， 約三千年の 累積の下 に ， 既 に澎大なボリュ
ー

ムがで き たはず で あるが，その中

に どの よう に 「発掘」して ，また精選 して ，最 も実用的な色名セ ッ トを整理 しきれ る の か ， 専門家 による決定 の ほ

か ， なにか他の方法がない のか，と い う発想のもと に，調査やア ンケートの方式につ い て 試して み た 。 つ まり， で

きるだけ大量 の 標本をサ ンプ リング した結果か ら， 各種の色名を集める と と も に
， その色名の使用頻度 を確認する，

そ して こ の頻度 に基 づ いて ，色名が，ほかの色名セ ッ トに比 べ て 多く精選され得る。と同時に ， 収集 した色名を色

系に分類する と，中国語の 色名の 性格をも明 らかにす る こ とが で きる 。
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　le緒 　言

　盛 田 と香川 の 調査
1）
によ る と，若年層男子 の 慣用色

名の 認識で は，日本工業規格 （JIS ）の 105語 の慣用

色名に対して ，認識されて い な い色名は2S．6％ ， 認識

があい ま い な色名は 1B．1％ で あ っ た 。 そ して，色名の

代 表色がJLS 値よ り異な る の は，15．E％で ，そ の う

ち70％近く高彩度化して い で，こ の高彩度化傾向は性

別差 ， 世代別差に関係な く見られた 。 こ の論文を見る

以前に ， 筆者は既に常用 して い る色名 に つ い て 懸念 し

て い た 。 つ ま り，慣用 で あるとともに常用 で ある色名

が存在しない のだろうか，と い う懸念が常に あっ た 。

そ して ，こ んな色名が標準色名に 選ばれれば更に い い

の で はないだろうか と 思 っ た 。 しか し，色名 は人 び と

の 生活習眞や ， 趣味嗜好の反映 で あるか ら ， 徹底的な

リサ
ー

チがな い と，標準色名の制定は到底難 しい で あ

ろ う 。 Maerz −Paul が そ の 著名な 「色彩辞典」の 中

に，3，li67：Aの慣用色名を収集したが，そ の 中か ら，

また使用頻度の高い色名を選び出した 。 つ ま リア メ リ

力英語の色名が 102個 ， イギ リス 英語の色名が104個 で

あ っ た。 その選び方 として，ます両国各地の ペ ンキ工

場から，それらが発行した色名つ きの色カードを収集

し，そ れを統計して ，色名の 使用頻度 IOO％か ら 12％

までのものを選んで決めた
E｝

。 これはなかなかい い方

式 で ある と 知 っ た が ， 残念なが ら，ほ か の業者の 色カ

ー
ドや ， 特 に重要な文献 にある色名を参考 にして い な

が ら， 集計に は入れなか っ た 。 言 っ て み れ ば ， その大

部分の色名の起源は，おもに色 カ
ー

ドと文献からで あ

っ たが ， 即ち ， そ の処理する 対象は，書ぎ言葉であっ

て，話し言葉で は な い 。

　と こ ろが，話し言葉がも っ とも日常性のある，使用

頻度の 高 い色名 の 起源の
一

つ で はな い だ ろ うか ，
つ ま

り ，

II

貫用色名や常用色名を収集するには，文語と口語

両方とも注目すべ き で あろう 。 福13）
が言 っ たとお り，

文献にあ る 色名 の 調 査 は，まさ に 古墳を発掘す る よ う

なもの で あ り，そ して，筆者に 言わせ れば，藷葉に あ

る 色名の 調査 は，民謡 の採集 の よ う な もの で は なか ろ

う か ，要する に，色名も
一

種の 文化財で あろ う 。

　E．調蛮方法

　こ う い う懸忿の もとに，筆者が1984年か ら 4年間，

行政院の 国家科学委員会の 援助 の もとに，書き言葉と

話し言葉に ある色名を調査して きた 。 そ して，「色名

の 初歩 調 査 と 研究
a）
」と醤 う 印刷物を 出版 し た 。 書ぎ

言葉の 調査はおもに，古来の著名な 文献に対する リ サ

一
チであるが，こ こ で はまずその話 し言葉に対する 調

査に つ い て 論じ，文献の リサ ー
チ の分析を後にする こ

とにした 。 今 回の調査方法と して ， 基本的に心理言語

学 ， 神経生物学の 学者E．H ．　 Le 冂neberg の方式 に

従っ て，中国語を母語とする人たちに，彼 らに常用的

なも の と して 「思 い出すかぎ りの 全 て の 色 名」（aH

the　 oolor 　 words 　 they ［oould ］ remem −

ber5））を書き出して も らうか，ある い は話して も ら

っ て
， イ ン タ ビ ュ

ー
する人が記録す る。そ して

， 各人

互 い に書いた色名が重なればかさなるほど ， その色名

が最も重要 にな る と考えられる 。

　サ ン プ リン グとして，台湾全島 （澎湖群島などをも

含め る）の中に ある 361個 の 「区亅（東京 に ある 区 に相

当する） こ と に
， 5人ずつ サ ン プ 1

丿ン グする 。 その 5

人の中には，必ず教育程度が小学校程度 1人，中学校

程 度 1人，高校程度 1人 ， 大学程度 2人を含め て い る 。

調査 には，性別，年齢，本籍，話せる言葉，職業，専

攻 （大学程穫だけ）などの 要素をい ち い ち記録する 。

サ ン プ 1
丿ン グ に は，ラ ンダム サ ン プ リ ングを と らな い 。

と い うのは ， サンプリングされ た人が質問を拒否する

場合がよくあ る か らで ある 。 ま して ，
こ の調査 で は ，

とて も時間がかかるの で，
一

部 の 質問粟を完成するの

に，約40分間がかかる 。 そ こ で，改め て系統サ ン プ リ

ン グ と 判断サ ン プ 1丿 ン グ （Judgement 　 sam −

pling ）のミ ッ クス した方式を採用 した 。

　
一

つ の 「区」ず つ 5人 を シ ス テ ム 的 に 抽出する の は ，

系統サ ンプリングに基づいて いるもの で ある。それか

表 1　 全サ ン プル 墓本資料表

性　 　性

別 　VJ．

　 校

　 校

　 校

　 科

教　 科

濤　 科 i

程　 　商科

度 　 　1：科

　 　 農科

　 　 医科

　 　 師範

　 　 藝術

　 　 其他

実数

862 人

95336036336612570Z79816826281253425

鑛1穫

パーセント

47 ％

5300074

］

591272

ユ

222

0028333

話

せ

る

言

葉

h霧
廣 東語

英 　語

日本語

高砂語

そ の他

鰤

民

工

民

人

人

齔

　

　

　

　

　
　

由

　

　

　
の

鵬．
釀

魁
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ら判断 して，教育程度 が色名に対 して，最も影響の あ

る要素だから t 教育程度別で サ ン プル を抽出する 。 中

で も特に大学程度だけ 2入を抽出するのは ， 今回は で

き る だけ多数の色名を収集するためで あ り， そ して 大

学程度 の 人が色名 に対す る 認識が深 い で あろ う 。 これ

らは判断サ ン プリン グに基 づ い て い るも の で あ る が，

実際にも ， こ の こ とが調査の結果 に よ っ て立証された 。

つ ま り，教育程度が高い ほど
， 書い て もら っ た 色名も

多か っ た 。 今回調査の対象が全部 で 1．8］5人，内訳は，

男性が B62人 ， 女性が953人であり，その他のサ ンプル

につ い て の 基本資料は表 1に 示 し た と お りで ある。

　 3．調査の結果

　3。1。基本要素の色名収集に対する影響

　結果は コ ン ピュ
ータの計算に よるが，ISI5人か ら

集めた色名数が 7B，229個で あり，平均 して，一
人が書

ける色名が4囗個で ある 。 そ して 男性か ら集めた色名は

32，151個 ， 平均して
一

人は37個の 色名を齧きだす 。 女

性か ら集めた 色名は4L07B 個，平均 して一人が娼個 の

色名を書き出 して い るか ら， 男性よりも ， 女性のほう

が色名に 関心をも っ て い るの で あろ う 。 そ して ， 同 じ

方法 で 計算する と，大学程度 で は
一

人当りが43個，高

校程度で は
一人当りが42個，中学校程度で は

一
人当り

が38個，小学校程度で は
一人当りが34個 の 色名を書き

出 して い る。つ ま り教育程度が高いほど ， 色名 に詳 し

い で あろうと考 え ら れ る 。

　それか ら話し藷葉で ある 口語も色名に 関係が深くて，

調査するときには ，

一
人で何種類もの言葉を話せる場

合も多 い の で ， 質問票 には ，
二 種類以上回答を記入す

る こ とも で きた 。 っ ま り，そ の中には，英語も話せ る

人が書け る 色名数が44個 で あ り，
そ の他 の 言葉 （た と

え ばフ ラ ン ス語など）も話せ る人が書ける色名は43個

で あ り，日本語も話せる人が書ける色名数は42個 で あ

り， 北京語や福建語や客冢語 の う ち
一

つ を話せ る 人が

書ける色名数は41個で あ り， 高砂族 の言葉も話せ る 人

が書け る 色名数 は 86個 で ある 。 高砂族 の 言葉は 原住民

の 口語で，福建語は中国福建省南部 の言葉で あ る が，

昔から台湾語とも言われた 。 それ で も元のま ま の福建

語とは少 し変わ っ て い て ，日本語の 単語，例えば紺色，

国防色の ようなものも入 っ ている 。

　 3。2。収集 した色名の色系分布

　 こ の 被験者が記入 した ア3．2E9個の膨大な色名を色系

によ っ て 分類すると ， 色名の使用傾 向を見 る 事が で き

［こ　＿、
 
　

一一
二

る 。 こ の中で は，赤色系の色名が最もよ く使われる色

系であり， 逆 に紫色系の色名があまり使われな い 色系

で ある 。 これ は周王 朝 （前 192ア〜前256年）以来の 漢

民族が赤が好き で あるためと，孔子 が紫と い う中間色

を嫌い で あ っ たからで あろ う 。 （表 3）

　3．3。使用頻度の相対的に高い慣用色名

　色名の個数だけ で なく ， 色名の種類をも注目すべ き

で ある 。 こ の 調査 で 全サ ン プルから蘖めた色名の種類

（被験者がお互 い に重な らない色名）は 1，349個 で あり ，

性別か らみ る と 男性からは 1，107個 ， 女性か らは 1」08

個を集 めた 。 教 育 程 度か ら み る と大 学程度 か ら は

1．093個，高校程度か ら は831個，中学校程度か ら は

803個，小学校程度から は775個の色名を集め た 。 やは

り教育程度の レベ ルによっ て ， だんだん に種類が減 っ

て い る。こ んな多くの 色名 の 種類 の 中 で ， 使用頻度 の

相対的に高い慣用色名は表 2に 示すとお りで あり，全

部（
’
129個 ある 。 ただ頻度の相 対 的 に高 い系統色名

（86個）は含ま れ て い な い。こ こ で ， 頻度 の 相対的 に

高い 色名と言う の は ， 筆者の 調査した頻度70％〜口．06

％ の 全部色名 の 中か ら の ，ほ ぼベ ス ト200の 色名で あ

り，頻度7D％ 〜4％ の色名で ある （因 に，頻度0，06％

の色名が ， 全部色名26％を占め て いるの で ， 4％の頻

度が高い ほうで ある）。

　3．4．基本要素の使用 頻度に対する影響

　こ の 129個の 色名中で は，使用頻度70％ の色名が，

最 も頻 繁に使 われ るも の で あ る 。
つ ま り， 全 標 本

L815人の 中 の L2アロ人が ， 粉紅 （ピン ク）と い う 色名

を書い た 。 ある い は そ れを常用色名と 思 っ て い る 。 そ

し て
， 使用頻度 4％ の 色名 の 石緑 に して も ， 72人が こ

の色名を常用 色名と思 っ ている。こ こで言う粉紅は ，

Beriin−Kay が 提言 した H 個の 「基本 色彩語」の
一

つ で あ り，1］個の 「基本色彩語」が全部そ ろ っ た民族

が，そ の文化 の レベルが高い として い る 。 日本も 「基

本色 彩語」が そ ろ っ た 民 族 の一
つ で あ る が

6｝
，北京語

を使う漢民族 は そ うで はな い の で ある
n

。 そ の 原因の

〜
つ は，日本人 はmomoiro と言う色名を使 っ て い

るが，漢民族に はそ ん な色名はない と 思 われた 。 実際

には この粉紅が即ち ピンク で あ り， momoiro よ り

「基本色彩語」の 標準 に 近 い の で あ る 。 と 言 う の は ，

Beri「n −Kay の 標準 の
一

つ は ， 自然物 に因んだ色名

が 「基 本 色 彩 語⊥で は な い か ら で あ る
8）

。 が，

momoiro は桃色 で あり ， 「桃の 花 の 色 に似 て い るの

二＝ ：＝＝ コ 18s ［：＝ ＝ ：＝：二＝ ＝ ＝：＝＝＝ニコ
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裹 2　記 入式質問票か ら集めた使用頻度の高 い慣用色名 C12gas）一
覧表

度頻

％666666666666665555555555555544

名色

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

灰

籟

欝
韻

聯

灘

懸
欝
覊
譲
軈

轢
鰭
蹶

響

黶

度頻
冖

　
…

％0099999999988888888877777777777761．
　

−

名色

儼

蘿
讌
驪

靉

灘
驀
驫

麟

鮮
購

簫

霾
誌
欄

鷲

度頻

％8666555555544444333332222221

王

1100

1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　

1
　

1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　

1
　

1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1、

−
　
1
　
／
　
1
　
1
　
1

名色

戮
灘
絶

韈
鰈

蕪
黶
総
瀦

瀬

畿
蹶

谿
欝
隸

度頻

％07621143210976642287775321109888876655544444333333322222222221

王

111

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

…

名色

　

　

　

　

紅

　
　
　
　

　

色

　
　
　
　
紅

　
　
線

線

黄

　
　

　
　
　
橙

紫

黄

…

難
蠡

蘿
難
鑾
谿
難
醜

雛

靉
鸚

騨
饕

表 3　 調査 か らみ た慣用色 名の 分布

色系 色名数 パ ー
セ ン ト

赤色条 16 ，843 23 ％

橙色糸 8 ，861 12

黄色系 9 ，227 13

緑色糸 Il ，863 16

藍 色糸 11 ，057 15

紫色糸 6 ，151 8

白黒糸 9 ，227 13

平均
一
人記入色名數

　 　 9

　 　 5
　 　 5
　 　 7

　 　 6

　 　 3

　 　 5

一 コ a82

Too％

60％

男 性 女性

　 　 　 　 欝ij　i 金攻土 窪乳　　　　　　田擘天 金tt土血 乳

　 　 　 　 紅望軽頁瑳薫晝匚白　　　　　 1匸釁藍fi鹿ff蛙 自

　 　 　 　 　 　 　 紅　　　　　　　　　　　　 1［

図 1　 性別 要 素か ら見た 色名の使用 頻度 （％）の 差別
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で こ の 名があ る物 の で ある 。 そ し て粉紅は ， 単に薄

い紅色にすぎないが ，
こ の調査 によ っ て ，その重要性

が明 らかにな っ た 。

　標本 に あ る性別要素か ら み る と
， 図 ］に 示すように ，

半分以上の男性に 常用と思われ て いる （使用頻度50％

以上の）色名が ， 粉紅 ， 草緑，天藍，土黄， 血紅であ

り，半分以上 の 女性に常用と思 われて い る 色名が，粉

紅，草緑，天藍，金黄，政瑰 紅 （バラ の赤色）， 土黄

で あるが ， 中で も ， 男性よ り女性の 使用頻度 が 20％高

い色名は政瑰紅 で あ り，12％高い 色名は粉紅の ほか，

橘紅，桃紅 （図 1に載 っ ていな い）で ある 。 そ して 女

性よ り男性の使用頻度が悃％高 い 色名は血紅 で ある か

ら，女性の使用頻度 の 高い色名は比較的エ レガ ン トで

あるようで，血紅の ようなけばけばしい 色の色名をあ

まり使わ な い よう で ある。

　教育程度 の 要素か らみ る と，使用頻度50％以上の色

名は や は D教育程度の レ ベ ル に よ っ て 数は違 っ て い る。

表 4に 示 したように ， 同 じ色名でも ， その使用頻度の

川頁位が違 っ て いる 。

　3．5．異なる形式の調査に見たほぼ同 じ結果

　以上の調査は ， 被験 者が質問票 に記入 したも の で あ

るが ， 出来るだけ多くの 色名を集め る ため に，もう
一

枚の質問票 に 記入を被験者に依頼 した Q 後者の質 問票

の 形式 は前 の も の よ り簡単 で ある 。
つ ま り ， 中国の

「色譜 ゆ
」や台湾 の ペ ン キ の 色カ

ー
ドか ら 選 ん だ228語

の 色名を被験者に選択させ 「常用」と思われる色名に，

丸を つ けて もら っ た （表 5）。そ して
， 各色名に つ け

られ た丸を集計 して，使用頻度 の 高 い色名を選び出し

た。

　こ の 調査 の 全サ ン プルは前と同じLB15人で ある 。

つ まり，一
回のインタ ビ ュ

ー
で 二 種類 の 調査をお こ な

表 哩　各教育程度の 使用 頻度 50％ 以上の 色名

大学程度 高校稈 度 Ll「学校程度　　　　　　　1
．一一．

π
　　 小学校程 度

粉紅　 　74 ％ 粉紅 　　72 ％ 紛組 　　66 ％ 草緑 　　63 ％

草．録　 　69 天藍　 　64 単．線 　　65 天藍　　64 　旨　　　　　　　r
天藍　 　69 草練　 　66 天藍　 　63 粉紅　 　 63

金黄　　 56 攻魂紅　 52 政瑰．経　 51

政瑰紅　 55 金黄　 　51 金黄　 　 51

土 黄　　54 　　，
翠緑　　 5t 　　 E　　　　　　　　I

一ヒ黄　　 51L

．

1

．⊥一一

っ た 。 丸をつ ける こ と は容易なので ， 平均 して ，

一
人

が7□個の色名に 丸をつ けた こ とにな る 。

　性別的に い うと ， 男性が67個に，女性が73個に丸を

つ けた 。

　教育程度か らみると ， 大学程度が75個に，高校程度

が71個に ， 中学校程度が 68個に，小学校程度が6E個 に

丸をつ け た 。

　話せる言葉か らの影響はほぼ記入式 の 質問票 に近 い 。

っ まり ， 英語の話せ る 入かワ9個の色名に，日本語の話

せる人が77個に，高砂族語の話せ る人が60個に丸をつ

けた 。

　各色名の頻度も前よ り高 くなるか ら，前は頻度 4％

以上をと っ たのに対 し，こ ん どは頻度14％以上 の色名

を選び出した 。 この 10％の差異が出たのは ， 選択式の

質問票か ら集めた色名の最高 の 頻度 （80％）が ， 記入

式の質問票の結果 （表 2）よ り］0％高い か らで ある 。

これで集計された慣用色名は95個であり ， その ベ ス ト

10は，乳白，天藍，蛋黄，草緑 ， 米色 ， 粉紅 ， 雪白 ，

玖瑰紅 ， 吶眄 F色 （コ
ー

ヒ
ー

色）， 肉色 （肌色）で あ っ

た。そ の 半分が前 の と 同 じで あ っ た 。

　面白い の は，こ こ の頻度8D％の乳白 （ク リ
ー

ム色 ，

Oream ）が，　 Maerz −Paulの調査 で は ， イギ リス

で使用頻度が 100％ で あ り，ア メリカ で B4％ で あ っ た

こ と で ある
m

。 今回は全体か ら見 る と，前のと重なる

表 5　選択式の 質問票

　 下 の 色名の 中 に、 「常用色名 」 と思 われ る もの を瓦 をつ け て 下さ い 。
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慣用色名が 82％ で あるが，それ らが全 て使用頻度がBO

％〜B2％のもの で ある 。 前の と違 っ た色名も幾つ かあ

っ た 。 それらは，表 6に 示すとおりで，全て 使用頻度

31％以下のもの で あ り，全部 で ワ個で ある 。 こ れらの

色名と記入式の質問粟から集めた 128個の 色名 と合わ

せ て ，全部で 145個の慣用色名セ ッ トになる 。

　4。結論 ：調査から見た中国色名の特徴と調奮の効用

　もともと，選択式の質問票 に載 っ た色名数は赤色系

が44個 ， 橙色系が16個 ， 黄色系が21個 ， 緑色系が？5個 ，

表 6　 選択式 の質問票から集め た 17個の 新しい 色名

「琶ゑ 　　　 ！E
頻度 色名 頻度 色名 頻度

巧克力棕 3 工％ 海棠紅 22 ％ 　1
芽緑 15 ％

爽竹桃紅 30 孔雀緑 221 　 鐵棕 15

芭蕉掾 26 鶴頂紅 18 蔗黄 ／5

魚鰓紅 24 鵡灰 17 鉛灰 14

海青 23 落霞紅 ユ 7 水仙黄 l！4

　 朝陽紅

一．．
23
−．　　　ヒ　　　　　　．L

潭水縁 15
．一 」一

50403nZO10

鰯

嬲轟

　　 紅 色 糸　橙 色 糸　黄色系　緑色 糸　藍色糸　紫色 系　黒 白糸

図 2　二 種類の 質問票から集め た 色 名の 色系分布

表 7　三 つ の中国語の色 名著作と その 互 い に重 な る色 名
13｝

　　　一［
発行所

著　作

　　　　　　　　一．ヰ．

研究者 　　駄 玄など　1

一

色 譜

一
「

一

融の 傳鮠

　 中国科学 出版 社

　　　1．一

　　内．、． 一

大 日本イ ンキ 化学

　　　一一『

．一 一

　王定理
　　　．

1959 年 1986 年発行年
一一 ．L

色名来源

「

專門家提供 絵画文献など

象艶名 圃肥名 鮨色名

セット筅緻

闘色名

5735229030

50醋鋤 る致
　　．旧、

三つの咄畑 ト

趣 1瞳なる

　闕酩 月白1

金 黄　攻理紅 　土 黄　乳白　翠緑

棗紅 　牽 牛紫　賽石 藍　悪森 　檸檬

　 　 　群青 　鴿灰 　鉛灰

色名の初歩罸査ヒ哢究

筆者

国立台湾 師範大学

　 1985 年

　 アン ケ ー
ト

闘 酩

146

絶 酩

86

　 　 　 112

珈 琲 色　銀 白　橄纜 緑

　 劃司緑 　　孑L雀 藍　　鐵 灰

藍色系が 26個，紫色系が 10個で あっ た 。 そ こ に載 っ た

赤色系の色名は全体の］8％なのに ， 丸を つ けた赤色 系

の色名は28％に上っ た。そ こ に載 っ た橙色系 の 色名 は

9％な の に，丸を つ けた橙色系の 色名は 12％ に上っ た 。

逆 に，紫色系の色名が 6％なのに，丸を つ けた紫飩 系

の色名は，逆に 5％に下 っ た。各色系 の 占めるパ
ー

セ

ンテ
ー

ジと記入式の 質問票 の 結果との 比較は ， 図 Eに

示す とお り で あ る が，両方とも赤色系や，そ の隣の橙

色系の色名が最も好 まれ，紫色系の色名 が常 に嫌われ

そ う で あ る 。 まさに孔子が言 っ たよ うに ， 「紫が朱に

と っ て代わ る の は け し か ら ん」と 言 っ て い た 通 り，
こ

れは調査か ら見た中国語の 1貫用色名の大きな特徴の
一

つ で あろう と 考える 。

　 こ の 調査か らもう
一

つ の 視点が明らかにな っ た 。 っ

まり，調査を深 くすればするほど ， その選 ばれた潰用

色名の普遍性も高くなる。今 回の 調査 の 結果を，他の

中国語の慣用色名の 著作と比較すれば，次 の ような結

論も得られる 。
つ ま り，周 太玄らの 「色譜」と王定理

の 「中国 の傳統色」と筆者の 「色名 の 初歩 調査 と研

究」を比較 して ， 三 つ の 著作にあ る 色名の 重なる もの

を比較すればよ い 。 結果 として 三者の重なる色名 は20

個あっ た 。 日本語や英語の各色名 セ ッ トにあ る 重な る

色名
12）

とくらべ ると ， こ この 20語の 色名はなかなか珍

し い もの で あ る。と い う の は，中国語 の 色名の著作 に

は重なる も の が少な い 。 それは著作の 間 に
， あま り互

い に参考や伝 承を しな いためか ， ある い は中国語の 色

名が多すぎる ためで あ ろ う と考 え られ る 。 そ こ で こ の

少数の 熏な る 色名が，特に重要な ， ある い は特に常用

的なもの で はな い と ， 学者 たちが皆そ ろ っ て こ の よ う

な色名 には注意 しな い で あろう 。

　こ の 20個の 重なる色名は，筆者の調査 で は ， 表 2に

示 し た よう に，その中の 9個の色名 は ， 使用頻度が 2D

％以上のもの で あり，即ち，そ の約半分が表 2の 中に

も最も重要な地位を占め る から，使用頻度が高い ほど ，

ほか の 色名セ ッ トと重複する 場合も多くなる 。 そ して ，

』

も し色名数の も っ と も多い 「色譜」を 基準 と し で ，

「中国の伝統色」がそれ と 璽な る 色名は ， 50個である 。

つ まり 16％ しかそれと重な らな い 。 同 じ北京を中心 に

研 究が展開されたが，そ の 重複する色名が少ない の に

対 して ，筆者の遙かな南で 研究 した 「色名の初歩調査

と研究」の 結果は，か え っ て 112個 の色名が 「色譜」

と重 な り ，
そ れ ば か りで な く ， 筆者の 系統色名が 「色

譜」よ り多 くなるのに，48％の色名が 「色譜」と重な

っ て い る。そ して ， ほか の 色名セ ッ トと重複 した色名
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は，い っ そ う普遍性を持っ て い るもの で あろ う 。 そ こ

で ， 筆者の約半分の色名がこ う言う普遍性を持 っ こ と

は ， 色名の調査の効用 で はなかろうかと考える。
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